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6 0 1 4 5 8 0 0 3 0 2 2 1 4 0 0
10 * 1 2 2 3 0 0 4 0 1 1 1 2 1 0
11 * 0 1 0 2 1 2 1 3 0 3 0 2 0 0
21 * 3 4 5 13 6 11 3 3 8 11 4 0 0 1
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戦評
【総括】
先週接戦を制し勢いに乗る同志社大学と二巡目に入り熱戦を繰り広げている流通科学大学の一戦は、序盤から両
者激しいディフェンスで得点を許さずロースコアなゲーム展開となった。同志社は#5古村のインサイド、#６柳原のドラ
イブを中心に得店を重ねる。一方の流科大は#８松浦、#９諏訪を中心に攻めるも速攻でのミスが目立ち同志社にリー
ドされる形で前半を終える。後半も前半同様ロースコアな展開と思われたが、徐々に流科大が得点を重ね点差を縮
めていく。一時同点となったが、同志社が流科大のディフェンスにうまく対応し始め再び同志社がリードを奪う。その
まま同志社が逃げ切り、77－72で同志社が勝利した。
【第1ピリオド】
序盤は互いに激しいディフェンスでリードを与えない。流れを変えたのは、流科大#９諏訪だった。２連続で3Pシュート
を決め、6点のリードを奪った。しかし、同志社#６柳原が3Pシュートを決めるなどして、16－15流科大１点リードで第１
ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
リードを奪いたい同志社は、#３下田、#６柳原を中心にドライブをして点を取りに行き、一気に７点のリードを奪った。
一方、流科大は激しいディフェンスから速攻を狙うがミスが目立ちなかなか点数に結びつかない。その後も同志社は
攻撃の手を緩めず、３６－２７同志社９点リードで前半を終える。
【第3ピリオド】
リードを溶かしたい流科大は、果敢にシュートを狙うもなかなか点数が入らない。一方同志社もリードを広げたいとこ
ろだが、流科大のディフェンスが厳しく得点することが出来ない。ここで、流科大のシュートが当たり始める。#32高田
のバスケットカウント、#８松浦の3Pシュートで一気に差を縮め同点に持ち込む。しかし、同志社もファウルを誘い得点
を重ね、52-48同志社４点リードで第３ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
このまま勢いに乗りたい流科大だが簡単なミスがつづき流れに乗れない。一方の同志社は、流科大のディフェンスに
も対応し始め確実に点を取っていく。そのまま同志社が逃げ切り、77-72で同志社が勝利した。
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